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新
　
刊
　
紹
　
介

新
刊
紹
命

　
　
”
”
引
帥
西
洋
哲
學
史
陰
虚

　
　
　
　
粟
田
賢
『
吉
野
源
三
郎
．
、
古
在
出
重
共
感

　
フ
ォ
ー
ル
レ
ン
デ
ル
は
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
墨
派
に
嘱
す
る
哲
學
者

で
あ
る
。
原
著
は
著
者
の
序
文
に
見
え
る
如
く
、
ユ
ー
ペ
ル
ウ
エ

ツ
ヒ
”
ハ
イ
ソ
ツ
エ
や
エ
ル
ト
マ
ソ
等
の
浩
漸
な
る
哲
學
史
－
こ
シ

ユ
ヴ
エ
：
ク
ラ
ー
な
，
こ
の
摘
要
的
な
哲
學
史
ε
の
問
に
立
っ
て
、

繁
に
流
れ
す
、
簡
に
失
し
な
い
中
型
の
哲
學
史
ミ
し
て
、
哲
學
を

豊
潤
に
學
ば
ん
・
こ
す
る
學
生
母
は
教
養
あ
る
唱
般
の
入
々
の
爲
に

著
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
傭
何
に
漱
迎
さ
れ
た
か
は
、
一

九
〇
二
年
に
初
版
を
出
し
て
以
來
、
　
［
九
二
七
年
ま
で
に
七
版
を

重
ね
た
こ
一
こ
を
以
て
も
わ
か
る
。
三
門
家
の
深
ピ
研
究
に
は
、
滲

考
に
な
る
黒
が
少
い
に
し
て
．
も
、
初
學
者
の
入
門
書
ミ
し
て
は
正

に
手
頃
な
も
の
で
あ
る
Q

　
か
、
ろ
教
育
的
目
的
を
持
つ
た
書
で
あ
る
か
ら
、
成
る
べ
く
贋

く
、
か
つ
若
駒
的
に
叙
観
し
て
あ
る
ノ
渠
多
く
の
参
考
書
研
究
資

料
を
か
け
て
あ
る
。
最
新
の
墨
的
研
究
を
爵
來
る
だ
け
取
入
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

み
る
。
殊
に
原
著
は
串
軋
る
だ
け
簡
潔
軍
易
な
文
章
で
、
教
育
あ

6
入
に
は
誰
に
も
理
解
し
え
ら
れ
る
語
を
使
ふ
こ
ミ
に
努
力
し
て

あ
る
。
し
か
し
徒
ら
に
通
俗
的
な
本
を
著
し
た
の
で
は
な
く
、
十

分
に
墨
的
性
質
を
備
へ
た
書
を
公
に
す
る
こ
・
こ
が
薯
書
の
企
霞
で

あ
っ
た
こ
、
こ
は
そ
の
第
一
版
の
序
文
に
明
記
さ
れ
て
み
る
。
ま
し

て
暫
墨
史
の
著
者
は
哲
學
的
忍
索
を
な
し
う
る
入
で
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
、
ミ
は
當
然
の
こ
ミ
で
あ
る
ミ
、
そ
の
序
論
に
蓮
べ
て
る
る

位
で
あ
る
。

　
從
來
我
が
幽
に
は
郵
丈
で
西
洋
哲
器
史
全
般
を
詳
溢
し
た
も
の

が
少
い
。
こ
の
澤
書
は
三
巻
｝
千
五
百
頁
を
上
る
豫
定
ぐ
）
思
は
れ

る
か
ら
、
學
生
及
び
教
養
あ
る
普
通
の
良
参
考
書
－
こ
す
る
こ
ミ
が

出
來
よ
う
。
原
著
、
こ
同
じ
型
の
四
六
版
で
携
帯
に
便
に
し
、
九
ポ

イ
ン
ト
活
字
を
使
っ
て
、
密
に
活
字
を
組
ん
で
あ
る
か
ら
、
ペ
ー

ジ
の
割
に
内
容
が
豊
富
で
あ
る
。
原
署
に
は
各
奇
声
に
滲
考
書
回

を
多
く
あ
げ
て
、
累
生
の
研
究
に
便
を
與
へ
て
る
る
が
、
課
書
で

は
我
が
國
の
冠
者
に
、
こ
っ
て
、
さ
ま
で
必
要
で
な
い
ぐ
一
見
て
、
す

べ
て
制
っ
て
あ
る
。
し
か
し
原
文
の
脚
註
は
成
る
べ
く
之
を
存

し
、
叉
課
者
の
考
に
よ
っ
て
、
新
に
多
く
の
註
を
加
へ
て
あ
る
。



　
　
課
は
原
著
の
第
七
版
に
よ
っ
て
あ
る
。
私
の
手
許
に
原
著
の
第
六

　
　
版
が
あ
る
け
れ
㌔
こ
も
、
第
七
版
は
な
い
の
で
、
細
密
な
比
較
を
す

　
　
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
原
文
の
葉
巻
に
從
ひ
、
簗
場
な
文
で

　
　
ほ
球
流
暢
簡
潔
に
課
し
て
あ
る
か
ら
、
哲
墨
書
の
課
に
あ
り
が
ち

　
　
な
難
澁
な
黙
（
課
文
を
窄
む
よ
り
も
原
文
の
方
が
解
し
易
い
も
の

　
　
さ
へ
少
く
な
い
）
は
無
い
ミ
信
ぜ
ら
れ
る
。
原
著
に
哲
墨
者
の
人

　
　
名
索
引
ミ
文
臣
著
者
の
入
名
索
引
ミ
が
章
を
別
に
し
て
添
へ
ら
れ

　
　
て
る
る
が
、
課
で
は
内
容
索
引
を
新
た
に
作
っ
て
、
三
つ
を
　
ま

　
　
ミ
め
に
し
て
添
へ
て
あ
．
る
の
も
便
利
で
あ
る
。

　
　
　
本
書
三
巻
を
三
人
で
虚
夢
し
て
課
出
さ
れ
る
の
で
、
出
來
う
る

　
　
限
り
、
相
互
交
換
し
て
校
閲
し
、
課
語
の
統
一
に
は
特
に
注
意
さ

　
　
れ
た
さ
う
で
あ
る
か
ら
、
心
配
は
な
い
ミ
思
は
れ
る
が
、
一
入
の

　
　
晒
者
が
吋
冊
の
本
を
澤
し
て
も
、
巻
初
ミ
巻
末
ミ
で
、
往
々
澤
語

　
　
を
異
に
し
、
初
學
者
を
迷
は
せ
る
こ
ご
が
あ
る
。
第
二
巻
、
第
三

　
　
巻
が
出
版
さ
れ
な
い
先
に
、
特
に
こ
の
鮎
の
油
意
を
お
願
ひ
し
た

　
　
い
。
次
に
本
書
に
は
課
語
に
盛
ん
に
原
語
の
歯
音
を
片
假
名
で
傍

　
　
記
し
て
あ
る
こ
ミ
で
あ
る
っ
こ
れ
は
瓦
書
に
廣
く
行
は
れ
る
風
習

　
　
で
あ
る
が
、
賛
成
し
が
た
い
。
課
語
に
封
ず
る
醜
語
を
併
せ
知
ら

粥工　
　
　
　
　
　
　
新
　
刊
　
紹
　
介

し
め
る
必
要
叉
は
深
切
か
ら
行
は
れ
た
、
こ
も
考
へ
ら
れ
る
が
、
本

課
書
で
は
課
語
の
下
に
原
語
を
欧
字
で
添
へ
て
あ
る
揚
合
に
も
、

和
動
語
に
片
吟
名
を
傍
記
し
て
あ
る
こ
ミ
も
多
い
か
ら
、
さ
う
で

も
あ
る
ま
い
。
原
義
を
的
確
に
課
出
で
き
な
い
な
ら
、
繹
語
を
捨

て
Σ
片
假
名
の
み
を
主
用
し
て
も
よ
い
ミ
思
ふ
。
課
書
第
ニ
ペ
ー

ジ
で
、
宅
鶉
Φ
房
。
プ
纂
を
學
叉
は
難
問
ミ
澤
す
ミ
註
を
以
て
こ
ミ

わ
り
乍
ら
、
後
に
至
り
、
學
問
ミ
い
ふ
語
に
ギ
ツ
セ
ン
シ
ヤ
フ
ト

ミ
傍
記
し
て
あ
っ
た
り
，
謬
の
定
ま
っ
て
み
る
理
想
主
義
や
理
論

な
さ
の
語
に
イ
デ
ァ
リ
ス
ム
ス
ニ
ア
オ
リ
ー
ミ
傍
記
す
る
必
要
は

恐
ら
く
な
か
ら
う
。
難
語
で
も
な
き
、
三
章
ミ
か
大
家
な
さ
の
語

に
、
ア
ィ
ン
プ
ア
ツ
フ
ア
。
マ
ィ
ス
タ
ァ
ミ
．
傍
記
す
る
こ
霊
も
同

機
で
あ
る
。
甚
だ
し
い
所
は
理
想
主
義
な
る
語
が
唱
頁
に
こ
筒
所

出
る
ミ
、
　
一
々
に
片
総
名
を
上
記
し
て
あ
る
所
も
あ
る
。
謬
者
に

何
か
特
別
の
意
見
が
あ
っ
て
の
こ
ミ
か
、
但
し
は
漫
然
逸
聞
ω
風

に
從
は
れ
た
の
か
。
後
者
な
ら
、
維
新
以
來
徒
ら
に
外
藩
語
を
奪

漏
す
る
街
學
の
弊
風
が
、
ま
だ
今
日
に
も
残
っ
て
み
る
の
で
あ
ら

う
。
課
者
の
賢
察
を
祈
る
。
（
岩
波
書
店
獲
行
、
定
償
拭
圓
八
拾

銭
）
（
高
橋
紹
介
）
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
七
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哲
學
研
究
　
　
第
一
臼
轟
ハ
十
一
幽
號

　
　
　
理
　
　
「
　
」
想
　
第
十
二
號
　
　
　
（
理
想
高
鷲
行
、
債
豊
圓
〉

　
本
誌
秋
期
特
別
號
ミ
し
て
、
「
現
代
思
想
研
究
」
言
題
す
る
倍
大
號
が
長

行
さ
れ
六
Q
そ
の
要
目
次
の
如
し
。

　
　
フ
ソ
セ
ル
の
現
象
崇
特
に
そ
の
現
象
學
的
還
元
）
梅
橋
里
美

　
　
新
哲
學
の
指
導
原
理
　
　
　
　
　
　
　

杉
森
孝
次
郎

　
　
意
味
的
論
珊
學
の
「
意
味
」
　
　
　
　
　
　
　
　
山
．
丙
、
得
　
立

　
　
形
二
上
…
學
の
現
象
學
（
現
代
に
於
け
る
世
界
諸
説
の
歴
史
ぜ
理
論
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
米
　
　
清

　
　
現
代
偵
億
學
の
諸
形
態
（
考
察
の
序
論
）
　
岩
瞭
．
勉

　
　
薪
（
ー
ゲ
ル
學
派
の
立
証
（
及
び
そ
れ
、
に
封
ず
る
二
三
の
設
問
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大

騨
四
翁
・
的
蒔
代
瑚
脚
爪
筆
的
丈
化
　
　
　
　

．
．
　
　
　
土

マ
ル
ク
ス
定
胱
會
學
　
　
　
」
．
　
　
加

ア
メ
可
カ
ニ
ズ
ム
ぜ
サ
ヴ
エ
ー
テ
イ
ズ
ム
オ
の
交
鎧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石

マ
ル
キ
シ
ズ
ム
霊
剣
ぜ
し
て
の
薪
カ
ン
お
雪
靴
會
學

て
シ
ュ
タ
ム
ラ
ー
及
び
ナ
ト
ル
プ
に
就
て
）
　
　
丸

何
庭
へ
往
く
（
現
代
丈
化
の
力
」
こ
そ
の
方
向
）
　
　
矢

薪
フ
ラ
ン
ス
騎
手
の
宗
教
社
含
學
　
　
　
　
古

田田江

哲杏清

二村一

　　　　野吹山主濱
　　　ぜ
浩優岩し知
人輝吉　，行

　
　
　
思
　

想
＋
月
號
　
（
岩
波
書
庸
獲
行
、
債
壼
囲
）

本
誌
も
特
輯
號
ビ
し
て
「
蹉
画
法
研
究
」
ε
題
し
、
一
大
號
な
禺
版
し

糞
Q
そ
の
照
日
巨
左
の
如
し
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
八

行
爲
・
定
歴
史
、
及
び
辣
詮
法
の
・
、
れ
に
封
ず
る
闘
…
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

現
象
學
ε
唯
物
弊
識
法

ヂ
ア
ゾ
ク
チ
ケ
ー
」

ヘ
ー
ゲ
ル
辮
識
論
に
關
す
ろ
一
考
察

ヘ
ー
グ
ル
の
史
的
俳
謹
法
に
就
丈

緋
謹
法
に
於
け
る
自
由
ε
必
然

一
般
者
の
白
已
限
定
（
下
）

ヘ
ー
ゲ
ル
排
謹
弥
醐
・
叉
齢
腿

フ
ツ
セ
ル
の
事

拙
著
「
現
象
學
叙
親
し
に
つ
い
て

菩
提
樹
の
蔭
、

遊
　
就
　
館

網
コ
団
餌
＝
＝
冊
駆
醤
「
一
一
＝
”
匹
一
幽
一
一
一
日
区
一
＝
＝
面
傷
＝
：
「
回
顧
β
P
一
＝
堅
露
＝
一
＝
墨
画
＝

雑
，
、
　
報

6
＝
一
＝
馴
■
■
一
＝
一
8
凹
＝
＝
口
阿
区
ゴ
＝
冊
薩
陰
輔
二
二
豚
露
唱
＝
＝
属
幽
明
「
＝
駒
駒
窺
鴫
胃
躊
随
殉

松
本
博
士
を
獲
ろ

内中由・高鈴酋三河鈴田本田

讐勘謹木窒箏泌

陶助立美｝llS酪』清通耶耶三元

　
前
京
都
帝
國
大
嘘
遺
憾
文
學
博
士
松
本
文
三
郎
氏
は

本
年
五
月
を
以
て
、
還
暦
に
蓬
せ
ら
れ
た
の
で
、
停
年

の
内
規
に
よ
り
退
職
せ
ら
れ
た
。
博
士
が
印
度
哲
學
上

に
於
け
る
貢
獄
の
大
な
る
こ
ご
、
ま
た
多
年
大
學
の
敏

r
　
　
　
　
、




